
　
５
月
25
日
、三
坂
光
一
さ
ん（
臼
石
）の

牛
舎
に
牛
が
帰
っ
て
き
ま
し
た
。避
難
の

際
に
、猪
苗
代
町
の
県
畜
産
研
究
所
沼
尻

分
場
に
預
け
た
雌
牛
１
頭
で
す
。こ
の
牛

は
、村
民
が
沼
尻
分
場
に
預
け
た
牛
の
最

後
の
１
頭
だ
っ
た
と
い
う
こ
と
で
す
。戻
っ

て
来
た
牛
は
、古
い
家
を
改
修
し
た
牛
舎

に
つ
な
が
れ
、落
ち
着
い
た
様
子
で
飼
料

を
食
べ
始
め
ま
し
た
。村
内
の
牛
舎
で
和

牛
の
飼
養
を
再
開
し
た
の
は
、三
坂
さ
ん

が
６
人
目
で
す
。※
５
月
25
日
現
在

牛
飼
い 

再
開
の
た
よ
り２頭の雌牛を預けていましたが、１頭は

出産時に亡くなったそうです。三坂さ
ん（左から２人目）が「家族が帰ってき
たね」と迎え入れると、母親の美枝子さ
ん（左端）は涙をこぼしながら牛に語り
かけました。「覚えているかな。こっこ
（仔牛）なすのが楽しみだな」

　
松
塚
地
区
で
、「
水
田
放
牧
」「
一

般
放
牧
」の
実
証
が
、お
よ
そ
３
か

月
間
の
予
定
で
ス
タ
ー
ト
し
ま
し

た
。こ
れ
は
、県
畜
産
研
究
所
に
よ

る
実
証
で
す
。一
定
の
条
件
下
で
放

牧
を
行
い
、期
間
中
に
数
回
、草
と

土
、さ
ら
に
は
牛
の
血
液
の
検
査
・
測

定
を
行
い
ま
す
。

　
こ
の
う
ち
水
田
放
牧
の
実
証
は
、

昨
年
に
続
く
２
回
目
。前
回
の
血
液

の
測
定
値
は
N
D（
検
出
限
界
値

未
満
）と
い
う
結
果
で
し
た
。今
年
は

「
一
般
放
牧
」（
草
地
で
の
放
牧
）の

実
証
も
合
わ
せ
て
行
い
、放
牧
の
本

格
的
な
再
開
へ
、安
全
で
有
効
な
方

法
を
確
か
め
て
い
き
ま
す
。

　
ま
た
一
方
、村
内
の
牛
舎
で
畜
産

を
再
開
す
る
動
き
も
、少
し
ず
つ
広

が
り
を
見
せ
て
い
ま
す
。村
内
で
畜

産
を
再
開
す
る
際
は
、県
の
指
導
・

協
力
の
も
と
、あ
ら
か
じ
め
畜
舎
の

清
掃
や
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
検
査
を
実
施

し
ま
す
。ま
た
、３
か
月
ご
と
の
飼

養
状
況
の
聞
き
取
り
訪
問
に
よ
り
、

生
産
者
は
安
心
し
て
飼
養
に
取
り

組
む
こ
と
が
で
き
ま
す
。

い
い
た
て
春
の
に
ぎ
わ
い

　
春
を
迎
え
て
、花
や
野
菜
を
出

荷
用
に
生
産
す
る「
な
り
わ
い
農

業
」に
取
り
組
む
人
も
増
え
て
い

ま
す
。昨
年
か
ら
出
荷
を
始
め
た

カ
ス
ミ
ソ
ウ
の
生
産
組
合
に
は
、

20
代
・
30
代
の
新
規
生
産
者
が
加

わ
り
ま
す
。

　
ま
た
、自
家
消
費
用
の「
生
き

が
い
農
業
」に
取
り
組
む
人
も
、

昨
年
度
の
１
６
０
件
に
加
え
て
、

さ
ら
に
70
件
ほ
ど
の
申
請
が
提
出

さ
れ
て
い
ま
す（
５
月
25
日
現
在
）。

　
新
た
に
村
内
で
農
業
を
始
め

る
方
は
、事
前
に
村
復
興
対
策
課

農
政
第
一
係
ま
で
ご
連
絡
を
お
願

い
し
ま
す
。再
開
時
に
活
用
で
き

る
補
助
事
業
の
紹
介
や
、堆
肥
の

提
供
な
ど
も
行
っ
て
い
ま
す
。

な
り
わ
い
農
業

  

生
き
が
い
農
業
　

農
地
に
も
春
が
来
た
！

水田放牧　２年目の実証がスタート　

一般放牧　放牧の本格再開を目指して　

　一歩一歩進んでいる感じは
あるね。実証が順調に進み、放
牧ができるようになれば、水田と
畑地の両方でやってみたい。今
は福島市飯野町の牛舎で繁殖
牛を飼っているが、村の自宅の
牛舎が完成したら、村で繁殖、
飯野で肥育をやる予定。畜産一
本でと考えている経営者の息子
（豊さん）の構想です。ゼロか
らの出発ですから、この際、生ま
れも育ちも飯舘の、正真正銘の
「飯舘牛」を目指して、品種の
改良もやってみたいなあ。

復興対策課農政第一係

杉岡 誠 係長

放牧の実証に協力

山田猛史さん（関根・松塚）

　安全性を確認し、さ
らには実証で得られた
知見を生かして、農家
の皆さんに、いろいろな
可能性をお知らせして
いきます。

一般放牧の実証は､５月23日、関根･松塚牧野利用組合の草地で始
まりました。約２ヘクタールの草地を２区画に仕切り３頭ずつ、合
わせて６頭を放牧し、傾斜地での放牧方法を確認していきます。

松塚地区で、５月８日にスタートした水田放牧の実証。
昨年に続く２回目の実証です。水田放牧は、当分使われ
ない水田を放牧地として活用する新しい試みです。

復興対策課農政第一係 ☎0244‐42‐1621

畜
産
の
再
開
も

一 

歩 一 

歩 

着
実
に
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